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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年10月21日(2021.10.21)

【公表番号】特表2020-533415(P2020-533415A)
【公表日】令和2年11月19日(2020.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2020-047
【出願番号】特願2020-536720(P2020-536720)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月8日(2021.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナルコレプシーを処置するための、ガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩を
含む医薬組成物。
【請求項２】
　０.１ｍｇ～３０ｍｇのガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩を含む、請求
項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　ガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩の一日投与量が１ｍｇ～３０ｍｇであ
る、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　５ｍｇ～２０ｍｇのガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩を含む、請求項１
に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　ガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩の用量が０.１ｍｇ／ｋｇ～１ｍｇ／
ｋｇである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　１日１回、２回、３回または隔日投与される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　ＣＮＳ刺激剤、覚醒促進剤(eugeroic agent)、抗うつ剤およびＧＡＢＡＢ受容体アゴニ
ストから成る群から選択される化合物をさらに含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項８】
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　ＣＮＳ刺激剤がアンフェタミン、右旋性アンフェタミン、メタンフェタミン、メチルフ
ェニデート、フェンテルミン、ジエチルプロピオン、フェンジメトラジン、リスデキサン
フェタミン、ベンズフェタミン、アトモキセチン、カフェインおよびエフェドリンから成
る群から選択される、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　覚醒促進剤がモダフィニルおよびアルモダフィニルから成る群から選択される、請求項
７に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　抗うつ剤がドーパミン作動性抗うつ剤、ドーパミン作動性賦活剤、セロトニン－ノルエ
ピネフリン再取り込み阻害剤、ノルエピネフリン再取り込み阻害剤、モノアミンオキシダ
ーゼ阻害剤、三環式抗うつ剤、四環式抗うつ剤および選択的セロトニン再取り込み阻害剤
から成る群から選択される、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　ＧＡＢＡＢ受容体アゴニストがナトリウムオキシベート、バクロフェンおよびフェニビ
ュートから成る群から選択される、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　ガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩を含む医薬組成物であって、ナルコレ
プシーの１以上の症状を低減するために投与されるものである、医薬組成物。
【請求項１３】
　ナルコレプシーの症状が日中の過剰な眠気、異常ＲＥＭ睡眠、カタプレキシー、睡眠麻
痺、幻覚、無意識下での行動および夜間の覚醒状態から選択される、請求項１２に記載の
医薬組成物。
【請求項１４】
　ガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩の投与量が５ｍｇ～３０ｍｇである、
請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　ＣＮＳ刺激剤、覚醒促進剤、抗うつ剤およびＧＡＢＡＢ受容体アゴニストから成る群か
ら選択される化合物を投与することをさらに含む、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　ナルコレプシーを処置するための、ガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩を
含む医薬組成物であって、患者の翌日機能の改善を提供する、医薬組成物。
【請求項１７】
　患者が日中の過剰な眠気の量の低減を示す、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　ガボキサドールまたはその薬学的に許容される塩の投与量が５ｍｇ～３０ｍｇである、
請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　ＣＮＳ刺激剤、覚醒促進剤、抗うつ剤およびＧＡＢＡＢ受容体アゴニストから成る群か
ら選択される化合物をさらに含む、請求項１６に記載の医薬組成物。
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